
チケット好評発売中！２４時間いつでも予約・購入
オンラインチケットサービス！ http://www.kimfes.com

（9:00 ～ 17:00　土日祝を除く）[お申込み・お問合せ先]
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10 月

※９月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

若松100周年記念写真パネル展　写真 1㈬～7㈫ 無　料 若松区役所
093（761）5321

第65回（平成26年度）小倉北区民美術展公募展
絵画、書道、写真、彫刻、染色 9㈭～14㈫ 無　料 小倉北区役所コミュニティ支援課

093（582）3322

墨神会書作展　書道 15㈬～21㈫
※10：00～18：00 無　料 墨神会

090（8412）3049

楽書会書展　書道 22㈬～28㈫ 無　料 楽書会
093（881）6293

ふれあい写真展　写真 10/29㈬～11/4㈫ 無　料 ふれあい
093（941）0501

北九州フォト部写真展「GATE」　写真 10/29㈬～11/4㈫ 無　料 北九州フォト部。
090（7291）9285

北九州芸術劇場

市民ギャラリー
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520
□時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始

小倉
北

□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　□℡093（562）2655　□時公演によって異なります

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事の為、休館致します。（工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093（562）8436〉

北九州芸術劇場 「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　□休年末年始
小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第26回　童謡まつり＆合唱音楽祭 11㈯ 13:00
一般 ￥1000 小倉工業倶楽部

093(541)2114【梅木】※中学生以下無料

前進座公演『如月の華』 16㈭ 14:00
一般 ￥7000　一般 ￥6000
一般 ￥5000　一般 ￥3000

学生 ￥1500

本願寺鎮西別院内
『如月の華』実行委員会
093(381)0790【田北】

第112回　北九州交響楽団定期演奏会 19㈰ 15:00
14:20開場

一般 ￥1300
  学生 ￥800

北九州交響楽団事務局
（ディーキューブギャラリー内）

093(533)3456※当日各￥200増

2014年度　小倉北区民文化祭参加　黒田バレエ発表会
Ballet  à la mode
トキメキ☆キラメキ☆トッピング

26㈰ 14:00
　　　  大人 ￥1500
学生(中高生) ￥1000
子ども(4歳～小学生) ￥800

黒田バレエスクール
093(571)6718

彩の国シェイクスピアシリーズ第29弾
「ジュリアス・シーザー」
蜷川幸雄 演出、阿部寛、藤原竜也、横田栄司、吉田鋼太郎ら豪華キャストで上演

31㈮ 18:30 S席 ￥9000
A席 ￥6000　B席 ￥4000 北九州芸術劇場

093(562)265511/1㈯ 13:00
18:00

※対象：小学生以上　※当日券取扱あり11/2㈰ 13:00

中
劇
場

北九州芸術劇場プロデュース公演
《不思議の国のアリスの》帽子屋さんのお茶の会
作：別役実 演出・美術・出演：近藤良平　子どもから大人まで楽しめるアリスの物語

4㈯ 14:00

　　　一般 ￥3000
中～大学生 ￥2000
　　小学生 ￥1000

北九州芸術劇場
093(562)2655

※対象：小学生以上　※当日￥500増

北九州子ども劇場10月低学年部例会「かんがえるカエルくん」（前進座） 11㈯
15:00 会　費 北九州子ども劇場

093(884)3834
18:45 ※子ども劇場会員でない方はお問い合わせ下さい

九州アクターズクラブ　15周年記念公演　みゅーじかる　笑う門には福来る 18㈯ 18:30 一般 ￥3000 九州アクターズクラブ
080(2770)9710【石丸】19㈰ 14:00 ※対象：小学生以上

ナイロン100℃ 42nd SESSION 「社長吸血記」
不条理劇×サラリーマン喜劇×お笑い芸人!?異色のコラボレーション作品

25㈯ 13:00 ￥5500 北九州芸術劇場
093(562)265518:00

※対象：小学生以上26㈰ 13:00

小
劇
場

島田亜希子マリンバコンサートvol.8 2㈭ 19:00
一般 ￥2000 島田亜希子

090(3882)4445※当日￥500増

北九州子ども劇場10月乳幼児部例会「ぴーひゃらどん」（民族歌舞団荒馬座） 3㈮ 11:30
11:20開場

会　費 北九州子ども劇場
093(884)3834

※子ども劇場会員でない方はお問い合わせ下さい

北九州音楽協会創立25周年記念　歌曲の会　第2回コンサート　ゲーテに恋して 5㈰ 14:00 一般 ￥2000 古野　康子
090(9725)1559※当日￥500増17:00

サンプル「ファーム」
ある家族が繰り広げる、非常識と常識の新たな線引きをめぐる実践の物語

11㈯
14:00
13:40開場 一般 ￥3000

学生 ￥2000 北九州芸術劇場
093(562)2655

18:30
18:10開場

12㈰ 14:00
13:40開場

※対象：小学生以上
※一般当日￥500増

内田　照子　シャンソンコンサート 13㈪㈷ 14:00
一般 ￥2500 内田　照子

090(7441)5846※対象：小学生以上　※当日￥500増

千葉雅子×土田英生 舞台製作事業「姐さん女房の裏切り」
揺れ動く女心をテンポの良い会話で描く濃密な二人芝居

18㈯ 18:00 　　 一般 ￥3500
25歳以下 ￥2500 北九州芸術劇場

093(562)265519㈰ 14:00 ※対象：小学生以上　※当日各￥300増

ＣＣＡ　サウンド・ワークショップLIVE
イ･オッキョン、ジム･オルーク、オーレン･アンバーチを迎えた実験音楽ライブ 23㈭ 19:00

18:45開場
一般 ￥2000 現代美術センター CCA北九州

093(663)1615※要事前申込

全種席前売終了

15 かるかる  2014.October



10 月

※９月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 5㈰
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093(331)670013:00

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回
□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

祭　－京都・江戸・博多
京都・江戸・そして博多の祭礼の様子を描いた絵画を紹介。　　　　　　　　　障 9/12㈮～11/3㈪㈷

　　 一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司） 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始
□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

門司

旧門司税関 「門司港駅」徒歩３分　□休なし　
□所門司区東港町1-24　□℡093（321）6111　□時9:00～17:00

門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

２
階

世界の海を往く（海・湖・河）中村勝人展 2㈭～7㈫ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション
093(321)4151

※最終日は15:00まで

みちべの彩 8㈬～14㈫ 無　料
※8㈬は12:00から

東京の片隅で 16㈭～21㈫ 無　料

１
階

帆船模型展示会 9㈭～15㈬ 無　料
※9㈭は11:00から、最終日は14:00まで

コンソート笛部リコーダーコンサート 19㈰ 12:00 無　料14:30
１・
２
階

門司港モダン　門司港美術工芸研究所展 10/25㈯～11/3㈪㈷ 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

平成26年度　門司区文化祭　民謡大会　　民謡発表会 26㈰ 13:00 無　料 門司文化団体連合会

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障 4㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300　小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション
093(321)4151

門司港レトロ展望室 「門司港駅」徒歩5分　□休なし
□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2014北九州国際音楽祭　市民企画交流事業
第10回　マラソンコンサート 5㈰ 11:00 ¥500 北九州国際音楽祭市民企画委員会

080(2732)2532【蒲ヶ原】
※ペア(2名)で入場可

カワイコンサート2014　岡田 奏　ピアノリサイタル
岡田 奏(おかだ かな)　ドビュッシー：映像第1集より「水の反映」　他 10㈮ 19:00

一般 ￥2500　ペア ￥4000
学生(小～大学生)･会員 ￥2200 ㈱河合楽器製作所

093(531)5581【菊池】※全席自由
※会員はカワイ音研会のみ

響ホール室内合奏団　第25回定期演奏会×東筑紫短期大学
松村秀明(指揮)　ベンダ：メロドラマ〈ナクソス島のアリアドネ〉　他 11㈯ 17:00

指定席 ￥3000　自由席 ￥2500
　　　学生(小～大学生) ￥1000
　　　　ペア(前売のみ) ￥4000

響ホール室内合奏団
093(647)0565

※対象：小学生以上
※当日各￥500増

2014北九州国際音楽祭
マイスター・アールト×ライジングスター　オーケストラ
コンサート･マスター/篠崎史紀［NHK響第1コンサートマスター］

18㈯ 15:00

S席 ￥5000　A席 ￥3000
　　　 U-25(A席) ￥2000
(学生問わず25歳以下、要証明)

北九州国際音楽祭
実行委員会事務局
093(663)6567※対象：小学生以上

※全席指定　※当日各￥500増

2014北九州国際音楽祭
レ･ヴァン･フランセ　〈管楽アンサンブル〉
リムスキー=コルサコフ：ピアノと管楽のための五重奏曲　変ロ長調　他

19㈰ 15:00

S席 ￥5000　A席 ￥3000
　　　 U-25(A席) ￥2000
(学生問わず25歳以下、要証明)

北九州国際音楽祭
実行委員会事務局
093(663)6567※対象：小学生以上

※全席指定　※当日各￥500増

第68回全日本学生音楽コンクール　北九州大会　本選
24㈮声楽、25(土)フルート、バイオリン、26(日)ピアノ

24㈮ 14:00

一般 ￥1500 毎日新聞西部本社事業部
093(511)1119【福田】25㈯

10:30

14:00

26㈰ 10:00 ※対象：小学生以上
※全席自由

A席売切れ

A席売切れ

14



10 月

※９月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

棟方志功　安川電機のカレンダーにみる九州の姿
棟方志功の九州の版画から、版画家の描きとったふるさとの姿をみます。　 障

10/4㈯～
11/30㈰ 9:00 一般 ￥300

中高生 ￥150　小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

ギャラリートークギャラリートーク
学芸員による展示解説です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学芸員による展示解説です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 障 4㈯ 14:00 一般 ￥300

中高生 ￥150　小学生 ￥100

和
室

香を聞く会
数種類の香木をたいて聞き当てる「組香」という競技形式で行います。 12㈰ 10:00/11:30

13:00/14:30

　 大人 ￥1500
小中学生 ￥700
(香席・呈茶付・入館料込)

※対象：小学生以上

北九州市小倉城庭園 □所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
美
術
館

分
館

小倉織復元30周年　築城則子－縞の今－
小倉織の伝統を継承しつつ新たな可能性を探り続ける築城則子の個展　障 9/27㈯～11/3㈪㈷ 一般 ￥1000

高大生 ￥600　小中生 ￥400 北九州市立美術館分館
093（562）3215西

日
本
工
業

大
学
講
義
室

特別対談
築城則子氏と今泉今右衛門氏（陶芸家）との特別対談 18㈯ 14:00～

15:00
無　料

※先着150名

北九州市立美術館分館 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉

北

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

夏川りみ 15周年記念コンサート2014－2015　“虹”
15年間の感謝の気持ちと、歌を直接皆さまにお届けします。 5㈰ 17:00 全席指定 ￥5500 北九州ソレイユホール

093(592)5405※対象：３歳以上

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：東京大学大学院教授　ロバート キャンベル氏 11㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学
093(522)5008

華原朋美コンサートツアー2014　～MEMORIES～ 12㈰ 17:30 全席指定 ￥6800 北九州ソレイユホール
093(592)5405※対象：小学生以上

(一社）北九州青年会議所10月度例会及び「堀江貴文」氏講演会 24㈮ 18:30 全席指定 ￥1500 (一社)北九州青年会議所
093(531)7910

水森かおり歌謡ステージ 30㈭ 12:30 S席 ￥4800
A席 ￥4500　B席 ￥4000

オフィス九州
096(223)1688

旧大連航路上屋 「門司港駅」徒歩5分
□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

マンスリージャズ
出演バンド：HOUSE　224 12㈰ 14:00 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション
093(321)4151

※都合により内容が変更になることがあります

第２回オールドシネマフェスティバル　DVD上映
5㈰　　  「東京流れ者」　1966年日活　監督：鈴木清順　　主演：渡哲也
13㈪㈷　「警察日記」　　1955年日活　監督：久松静児　　主演：森繁久彌
19㈰　　「紅の拳銃」　　1961年日活　監督：牛原陽一　　主演：赤木圭一郎

5㈰
14:00

（１上映あたり）
大人 ￥200
小人 ￥100

13㈪㈷
19㈰

第２回オールドシネマフェスティバル　フィルム上映
「陸軍」　1944年松竹　監督：木下恵介　原作：火野葦平　出演：笠智衆　田中絹代 26㈰ 14:00 大人 ￥400

小人 ￥200

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

The 40th Anniversary
「わたせせいぞうの世界展～ハートカクテルからアンを抱きしめて～」
北九州出身の漫画家・わたせせいぞうの世界を、豊富な作品原画等で紹介。　　 障

10/10㈮～11/3㈪㈷
一般 ￥500

中高生 ￥300　小学生 ￥150
小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

※セット券　一般￥800　中高生￥400　小学生￥200　小学生未満無料

わたせせいぞう　トークイベント＆サイン会
わたせせいぞう氏のトークイベント及びサイン会を開催。 12㈰ 13:00～

16:00
無　料 北九州市漫画ミュージアム

093(512)5077
※当日、企画展ショップにて図録等を購入された方に整理券を配布（先着100名）

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「ねずみくんのきもち」　「エジソン物語」 12㈰ 14:00 無　料

(先着50名)

北九州市立視聴覚センター
093(561)3131

週末映画会　洋画「バルカン超特急」(イギリス) 18㈯ 14:00 無　料
(先着50名)

クラシック・レコードコンサート
モーツァルト作曲　「クラリネット協奏曲」ほか。楽曲解説あり。 19㈰ 14:00 無　料

(先着50名)

週末映画会　邦画「長屋紳士録」 25㈯ 14:00 無　料
(先着50名)

北九州市立視聴覚センター 「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）
□所小倉北区城内4-1　□℡093（561）3131　□時9:30～18:00小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

ピアノ・エレクトーン発表会

12㈰ 12:00

無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093(531)4342

13㈪㈷ 10:30
25㈯ 14:00
26㈰ 12:00

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分小倉

北

13 かるかる  2014.October



10 月

※９月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第18回特別企画展「宙（ソラ）のかけらたち―詩人・宗左近展―」
戸畑生まれの詩人・宗左近の生涯と文業を、資料を通じて紹介します。　　　　障 10/25㈯～12/14㈰ 一般 ￥200

中高生 ￥100　小学生 ￥50
北九州市立文学館
093(571)1505

北九州市立文学館 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉北区城内4-1　□℡093(571)1505　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

東　奈緒　油彩画展 1㈬～7㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093(522)2521

市川　武の世界展　-Smile-　笑顔を忘れずに 8㈬～14㈫ 無　料
レオナール・フジタ　版画展 15㈬～21㈫ 無　料
「輪島塗　漆の温もりと輝き」　坂水　幸雄　漆芸展 22㈬～28㈫ 無　料
MIZUNOYA　KUTANI　九谷　　色絵　二重奏 10/29㈬～11/4㈫ 無　料

小
画
廊

憧憬の巴里　岩見　健二　油絵展 1㈬～7㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093(522)2521

上田　むつ子　油絵展 8㈬～14㈫ 無　料
飛天を求めて　林　泰石　展 15㈬～21㈫ 無　料
第11回　阿部　眞士　作陶展 22㈬～28㈫ 無　料
「津田　耕」が描く　JAZZの世界展 10/29㈬～11/4㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

開館16周年記念特別企画展
伯爵夫人ミツコ 激動のヨーロッパに咲いた華 ――松本清張「暗い血の旋舞」　 障 8/1㈮～11/3㈪㈷

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500

中高生 ￥300　小学生 ￥200

松本清張記念館
093(582)2761

北九州市立松本清張記念館 「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　□休年末
□所小倉北区城内2-3　□℡093（582）2761　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 1㈬ 14:00 無　料 水環境館

093(551)3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 15㈬ 14:00 無　料

「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年末年始
□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00水環境館小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

小倉南区文化祭　民謡大会
民謡・民舞・太鼓 5㈰ 9:30 無　料 小倉南民謡協会

093(963)1011【大楠】

周望コールグリーン10周年記念コンサート 13㈪㈷ 13:30 無　料 周望コールグリーン
093(952)0433【審】

第36回福岡県吟剣詩舞道総連盟北九州地区吟剣詩舞道大会 19㈰ 10:00 無　料 福岡県吟剣詩舞道総連盟北九州地区
093(651)6442【井ノ口】

第37回小倉南文化連盟文化祭　民踊大会 26㈰ 10:30 ¥300 小倉南民踊協会
093(961)0476【石原】

展
示
コ
ー
ナ
ー

秋のいけばな展 4㈯～5㈰ 9:00～17:00
無　料 小倉南文化連盟　華道協会事務局

093(473)2677※5㈰は16:00まで

北九州柳史俳画展 15㈬～
19㈰

9:00～
17:00

無　料 北九州柳史俳画会
093(921)2659【築別】※15㈬は10:00から、

　19㈰は16:00まで

小倉南美術協会工芸部創作フラワー展 21㈫～
26㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会工芸部
093(451)3201【山岸】※21㈫は13:00から、

　26㈰は15:00まで

小倉南生涯学習センター （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分小倉

南

若松市民会館 「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所若松区本町3-13-1　□℡093（771）8131　□時9:00～22:00若松

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

若松男声合唱団　10周年記念演奏会
日本の歌・世界の歌・思い出の歌 5㈰ 14:00 無　料 若松男声合唱団

093(771)8312【阿部】
第21回　若松芸能まつり
日本舞踊・民踊・民謡・三味線・大正琴・筑前琵琶 19㈰ 10:00 ¥500 若松芸能まつり実行委員会

093(771)8131※当日￥100増

北九州学術研究都市　会議場 「折尾駅」より市営バス「学研都市ひびきの」15分、「黒崎駅」より西鉄/市営バス「学研都市ひびきの」30分　 北九州都市高速「黒崎IC」20分
□所若松区ひびきの2-3　(公財)北九州産業学術推進機構総務企画部施設管理担当課　□℡093（695）3003若松

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

メ
イ
ン

ホ
ー
ル

第21回　気ままに音楽館in光貞
光貞市民センター文化祭の一環で行う地域手作りの音楽会です。 19㈰ 14:00 無　料 光貞市民センター

093(692)9469
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※９月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

10 月

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )八幡

東

会場 イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

企画展「山川健次郎と藤田哲也～工学教育の先駆者と竜巻研究の開拓者」
地元にゆかりのある2人の偉人について、その知られざる遍歴や功績の数々を紹介します。　　 障 9/27㈯～10/19㈰

　一般 ￥300
高大生 ￥100
中学生以下無料

北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411

※対象：小学生以上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
会
議
場

サイエンスショー
「ドライアイスを使って科学実験」 5㈰ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093(671)4566

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
屋
上

特別観望会
皆既月食についての講義、観察 8㈬ 18:00～

21:00

無　料
※中学生以下は保護者同伴
※事前申込不要
※中止の場合は当日15:00にHPに掲載

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、秋の星空を望遠鏡で観察します　　　　　　　　　障 18㈯ 19:00～

20:30

大人 ￥100
中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、10/4㈯電話受付開始

大
集
会
場

秋の子ども文化劇場
子ども向けの紙芝居や手あそびなどを行います 19㈰ 14:30～

15:20 無　料

「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）北九州市立児童文化科学館八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

歴史講演会「黒田官兵衛、九州上陸！」関連講演会　黒田官兵衛と信長・秀吉の城
講師：奈良大学教授　千田 嘉博氏 18㈯ 13:30 資料代 ￥700

いのちのたび博物館
093（681）1011

※小学生以下は保護者の参加が必要

室内講座　「植物細密画を描いてみよう！」
初心者向けに、描きかたの基本と要点を段階に分けて指導 19㈰ 13:00

材料費 ￥200
※対象：小学生以上
※要申込(小学生は保護者同伴)

ギャラリートーク「【秋の恐竜学】　ちょっといい話」
展示の恐竜を前に学芸員が解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障 19㈰ 14:00

常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300　小中生 ￥200
※小学生以下は保護者の参加が必要

歴史探訪講座「北九州の城跡を歩く～花尾城跡～」
黒田官兵衛の九州上陸戦で戦場となった花尾城跡を探訪 25㈯ 10:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）
※里山でハイキングが可能な人

野外観察会「都市林のモニタリング型植物観察会～秋の部」
美術の森公園の秋の植物を観察し、５年前の観察結果と比較する 26㈰ 10:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

□休年末年始、6月下旬頃（約1週間）　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

能
舞
台

お天気キャスター　山本耕一 氏　講演会
「メディアの現場裏話～女性の活躍で未来は「晴れ」！」 12㈰ 10:30 無　料 北九州市立西部勤労婦人センター

（レディスやはた）
093(661)1122

※対象：中学生以上　※要申込

国際交流観劇会　狂言「棒しばり」
外国人にもわかりやすい英語の解説付き 12㈰ 13:30 無　料

※要申込

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） 「八幡駅」徒歩10分　 「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　□休月曜日、祝日、年末年始
□所八幡東区尾倉2-6-6　□℡093(661)1122　□時9:00～21:00、日曜日は17:00まで八幡

東

現代美術センター CCA北九州 「八幡駅」徒歩8分　□休展覧会によります
□所八幡東区尾倉2-6-1-3F　□℡093(663)1615　□時10:00～17:00（展覧会開催時のみ）八幡

東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

マシュー・ヘイル展
詳細はお問合せください

10/6㈪～10/24㈮
(日・祝は休み) 無　料 現代美術センター CCA北九州

093(663)1615

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

八幡東西秋季総合文化祭　民踊講座研究発表会 12㈰ 12:00 無　料 春日流宗家事務所
093(642)2433

第16回　三絃九重会　三味線演奏会 13㈪㈷ 12:30 無　料 三絃九重会
093（653）3513【山口】

女性コーラス 風　第9回　演奏会 19㈰ 14:00 ￥1000
(前売・当日共)

女性コーラス　風
093（621）6364【田中】

第29回　高文連演劇部門　北九州地区大会
24㈮ 15:00

無　料 福岡県立中間高等学校
093（246）0120【小原】25㈯ 9:15

26㈰ 9:15
美
術
展
示
室

秋の北九州水彩展　小品公募
水彩画　約130点

4㈯～
10㈮

10:00～
16:30

無　料 日本水彩画会北九州支部北九州水彩画会
0930(23)6808【有益】※10㈮は15:00まで

秋の文化祭　八幡東写真連盟展
写真　約60点

12㈰～
19㈰

10:00～
18:00

無　料 八幡東写真連盟
093(621)1957【濱田】※12㈰は12:00から、19㈰は16:00まで

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東
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10 月

※９月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

中島光晴　書と柿渋染め展 9/30㈫～10/5㈰ 無　料

093(643)5268

竹苔窯 二人展 7㈫～12㈰ 無　料

染と織　小森草木染展 14㈫～19㈰ 無　料

瀬戸口真　作陶展 21㈫～26㈰ 無　料

自然賛歌　伊江隆人展 10/28㈫～11/2㈰ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩7分　□休不定休
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

八幡西区40周年記念事業
黒崎大文化祭　～黒フェス～　島田妙子氏特別講演会 5㈰ 10:00 無　料 黒フェス講演会

090（4354）6958【福田】

黒崎大文化祭　～黒フェス～　泉谷しげるライブ 5㈰ 18:00 1階席全指定席 ￥4000
　　2階自由席 ￥3000

一般社団法人
北九州青年経営者会議
093(863)0157

穴生学舎混声合唱団つばさ　第17回定期演奏会 12㈰ 14:30 無　料 穴生学舎混声合唱団つばさ
093(603)6044【木下】※要入場整理券

北九州子ども劇場10月高学年部例会
『One Thousand Cranes』　～千羽鶴～　劇団文化座 19㈰ 15：00 会費 ￥1300 北九州子ども劇場

093(884)383418：30

北九州地域アンビシャス体験フェスティバル 26㈰ 10:30 無　料 福岡県青少年アンビシャス運動推進室
092(643)3615

中
ホ
ー
ル

ABBEY　ROAD　ROCK　LIVE 5㈰ 11:30 ￥1500 ABBEY　ROAD　幸神店
093(645)0588【大平】

八幡西区健康まつり 12㈰ 10:00 無　料 八幡西区役所　コミュニティ支援課
093(642)1441

青空ダンス・ダンスパーティー 13㈪㈷ 13:00 ￥800 青空ダンス
070(5814）1373【佐伯】

大人の女性のためのコンサートvol.Ⅰ「SHANTIライブ」 25㈯ 19:00
一般 ￥3500　友の会 ￥3000

高校生以下 ￥2500
㈱黒崎コミュニティサービス
黒崎ひびしんホール
093（621）4566※全席自由　※当日各￥500増

とよなが音楽教室　ピアノ発表会 26㈰ 13:30 無　料 とよなが音楽教室
093(622)9091

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期間・時間 入　場　料 問合せ先
展
示
室
全

DAYS　JAPAN　写真展　in黒崎　写真 14㈫～19㈰
9:00～19:00

無　料 DAYS JAPAN写真展in黒崎実行委員会
090(1332)7745【福岡】※19㈰は16:00まで

展
示
室
１

Ｍ’ｓ　トールペイント作品展　トールペイント 1㈬～4㈯
10:00～18:00

無　料 Ｍ’ｓトールペイント
093(622)4245【橋本】※4㈯は15:00まで

第37回八幡西写真展　写真 6㈪～12㈰
9:00～17:00 無　料 八幡西写真連盟

093(612)4464【加藤】

第24回九州千歳会刻字展　書（刻字） 20㈪～26㈰
9:00～17:00

無　料 九州千歳会
093(471)1701【南屋】※26㈰は16:00まで

毛筆巻紙の絵てがみ展と色紙展　絵手紙　色紙 10/28㈫～11/2㈰
10:00～17:00

無　料 西日本墨技学院
090(9568)2317【清原】※2㈰は15:00まで

展
示
室
２

文化祭いけばな展　いけばな 4㈯・5㈰
10:00～17:00

無　料 八幡西華道連盟
093(621)4814【西村】※5㈰は16:00まで

西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室　「アドリア海・エーゲ海」展
淡彩画

6㈪～12㈰
9:00～18:00

無　料 西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室
090(1926)6738【大川】※12㈰は17:00まで

第6回透写クラブ作品展　写真 20㈪～26㈰
10:00～18:00

無　料 透写クラブ
093(641)5534【中尾】※26㈰は17:00まで

みんなの書作展　書 10/29㈬～11/3㈪㈷
10:00～18:00

無　料 みんなの書作展
090(2088)9969【楠元】※3㈪㈷は16:00まで

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
示
室

開館40周年記念　丘の上のタカラ箱
コレクション形成の過程をたどりながら、40年間を振り返る　　　　　　障 7/19㈯～11/3㈪㈷

一　般 ￥600
高大生 ￥400
小中生 ￥200

北九州市立美術館本館
093(882)7777

本
館

小
展
示
室

ＪＩＡ建築展
建築作品パネル、模型等 9/30㈫～10/26㈰ 無　料 日本建築家協会北福岡地域会

093(332)1736【松島】
本
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

ミュージアムコンサート「ピア・ハーモニー」
ハープ・ピアノ・声楽 19㈰ 11:00～

12:00 無　料 北九州市立美術館本館
093(882)7777

北九州市立美術館本館戸畑
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10 月

※９月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

戸畑区　年長者作品展
絵画・書道・手工芸品等 16㈭～22㈬ 9:00～17:00

無　料 戸畑区社会福祉協議会
093(871)3259【藤岡】※16㈭は13：00から

※20㈪は休館

戸畑生涯学習センター 「戸畑駅」徒歩3分　 「浅生市場前」徒歩1分　□休月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始
□所戸畑区中本町7-20　□℡093(882)4281　□時9:00～22:00戸畑

「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

戸畑区民音楽祭　ジャズ・ポピュラー 11㈯ 14:00 無　料 戸畑区文化団体連合会
093(884)0017【井黒】

秋季芸術祭　三曲演奏会
筝・三絃・尺八による合奏会 13㈪㈷ 11:00 ￥1000 北九州三曲協会

093(651)8579【塚本】
ショーン・ケナード　ピアノリサイタル
ショパン：エチュードop.25より、ソナタ第3番ロ単調op.58 他　　　　　障 17㈮ 19:00 ￥4000 北九州労音

093(571)0227【野知】※対象：小学生以上　※全席指定

第29回北九州市中学校文化総合発表会 19㈰ 12:30 無　料 北九州市立洞北中学校
093(741)1234【原田】

うたと民謡のつどい 22㈬ 10:00 ￥500 戸畑区役所コミュニティ支援課
093(871)1501(内線258)【嶋田】

平成26年度　戸畑区小学校合同公演「連合音楽会」 23㈭ 13:30 無　料 北九州市立大谷小学校
093(881)6342【藤山】

北九州マンドリン合奏団　第41回定期演奏会
スラヴ舞曲第1番　歌劇「セビリアの理髪師」序曲　他 26㈰ 15:00 ￥500 北九州マンドリン合奏団

090(1161)9188【川橋】

手をつないでかえろうよ 30㈭ 19:00 ￥6000 (有)エル・カンパニー
03(5687)1174【高田】※対象：小学生以上　※当日￥300増

中
ホ
ー
ル

宮田久美子　心の音コンサート　音楽という永遠の理想へ
歌とピアノと弾き語りとトーク四役で童謡～オペラとリストを　伴奏　菅　加奈子 3㈮ 19:00 ￥3000 宮田久美子心の音会

093(618)2609【宮田】

ぐるっぽ・そぉ～の・ゆめみる「オペラアリアと歌曲の夕べ」 5㈰ 18:30 ￥2000 ぐるっぽ・そぉ～の・ゆめみる
090(3664)4003【日野】

フォレスティーナコンサート(主宰　森岡謙一）
アリア、イタリア歌曲、日本歌曲など、15人で独唱します。 8㈬ 14:00 無　料 フォレスティーナ

093(592)3438【白川】

ピティナ・ピアノステップ
ピアノソロ、アンサンブルなど 12㈰ 9:30

無　料 ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093(531)4342【河嶋】※変更される場合がありますので、

　詳細はお問い合わせください。

第29回北九州市中学校文化総合発表会 19㈰ 12:30 無　料 北九州市立洞北中学校
093(741)1234【原田】

ヴィオラ・アルタ　平野真敏演奏会 24㈮ 18:30
一般 ￥3500
学生 ￥2000 オフィス花音

0120(956)097【平野】
※当日（一般のみ）￥500増

コール清田きらめきコンサート 25㈯ 13:30 ￥1000 コール清田
093(652)1781【伊藤】※小学生以下無料

片岡洋子　メゾソプラノジョイントコンサート　ー美しさをもとめてー　 障 26㈰ 14:00
一般 ￥2000
学生 ￥1000 環境創造テクノサロン

090(9658)0724【片岡】
※対象：小学生以上

ギターで辿るイベロアメリカ
演奏者：池田慎司、松下隆二、壇 遼　解説：レオナルド・ブラーヴォ 29㈬ 19:00

一般 ￥3000
学生 ￥2000 池田国昭

093(922)3857
※当日￥500増

北九州市シルバー人材センター25周年記念　市民と会員のつどい 31㈮ 13:00 無　料 北九州市シルバー人材センター
093(922)4801【山口】

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第5回日本風景写真協会選抜展「四季のいろ」　写真 9/30㈫～10/5㈰ 無　料 日本風景写真協会
093(962)4048【土岐】

第31回九州制作会議展　平面及び立体作品 7㈫～13㈪㈷ 無　料 九州制作会議
090(7166)8748【松尾】

第26回MOA美術館　北九州児童作品展　絵画 17㈮～19㈰ 無　料 MOA美術館北九州児童作品展実行委員会
093(652)4298【田長丸】

細川文代×麻舎展　手芸 21㈫～26㈰ 無　料 麻舎
093(961)6601【細川】

戸畑区美術展　絵画・彫刻・工芸・デザイン・書・写真 10/28㈫～11/3㈪㈷ 無　料 戸畑美術協会
093(881)5867【高戸】

北九州市立美術館本館戸畑
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館
講
堂（
戸
畑
区
西
鞘
ヶ
谷
町
）。
19

世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
登
場
し
た「
芸
術
都

市
」。
ド
イ
ツ
語
圏
の
４
つ
の
都
市
に

焦
点
を
あ
て
、
そ
こ
に
生
起
し
た
芸
術

運
動
や
美
術
家
た
ち
を
紹
介
。
第
３
回

は「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」。
聴
講
無
料（
申
し

込
み
不
要
。
当
日
先
着
１
２
０
名
）。

北
九
州
市
立
美
術
館

０
９
３
（
８
８
２
）
７
７
７
７

■
北
九
州
市
少
年
少
女
合
唱
団

第
40
回
定
期
演
奏
会

12
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
（
戸
畑
区
汐
井
町
／
ウ
ェ

ル
と
ば
た
内
）。
北
九
州
市
の
合
唱

団
と
し
て
１
９
７
４
年
に
結
成
し
、

今
年
は
、
40
周
年
記
念
の
年
。
子
ど

も
た
ち
の
澄
ん
だ
歌
声
と
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｂ

の
重
厚
な
美
声
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
、
楽
し

さ
、
感
動
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
が

楽
し
め
る
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

１
０
０
０
円（
当
日
２
０
０
円
増
）。

未
就
学
児
無
料
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
５
６
２
）
３
６
１
１

■
秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

〜
一
声
入
魂
〜

11
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
北
九
州
ソ
レ
イ

ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
４
回
出
場
の

テ
ノ
ー
ル
歌
手
、
秋
川
雅
史
の
コ
ン

サ
ー
ト
。
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
を
始
め
歌

謡
曲
や
童
謡
ま
で
誰
も
が
聞
き
覚
え

の
あ
る
名
曲
を
、
ピ
ア
ノ
小
島
さ
や

か
の
演
奏
と
共
に
歌
う
。

「
千
の
風
に
な
っ
て
」、「
あ
す
と
い

う
日
が
」、「
太
陽
の
大
地
」
な
ど
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
５
５
０
０

円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

■
わ
る
い
や
つ
ら

11
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
開
場
、

同
６
時
30
分
開
演
。
同
９
日
（
日
）

午
後
１
時
開
場
、
同
１
時
30
分
開

演
。
北
九
州
芸
術
劇
場
中
劇
場
（
小

倉
北
区
室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北

九
州
６
Ｆ
）。
社
会
的
地
位
を
持
ち

な
が
ら
、
色
と
欲
で
、
次
々
に
女
を

だ
ま
し
、
金
を
取
り
上
げ
、
殺
し
て

ゆ
く
。
冷
酷
非
情
な
現
代
人
の
欲
望

を
描
く
、
清
張
作
品
に
、
劇
団
青
春

座
が
挑
む
！　
「
西
郷
札
」「
ゼ
ロ
の

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

焦
点
」
に
つ
ぐ
、
松
本
清
張
作
品
第

三
弾
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般

３
０
０
０
円
、
学
生
（
大
学
生
以

下
）
２
０
０
０
円
（
当
日
各
５
０
０

円
増
）。
未
就
学
児
は
親
子
室
あ
り

（
無
料
、
２
組
、
要
予
約
）。

劇
団
青
春
座

０
９
３
（
９
２
２
）
４
９
９
５

■
美
術
館
開
館
40
周
年　

北
九
州
市

立
美
術
館　

館
長
講
座　

芸
術
都
市

を
め
ぐ
っ
て

11
月
23
日（
日
）午
後
１
時
開
場
、
同

２
時
開
演
。
北
九
州
市
立
美
術
館
本

秋川雅史コンサートチラシ

『わるいやつら』チラシ

CulCul の主な設置場所
市内 JR駅、市民会館、市
民センター、生涯学習セン
ター、図書館、市内体育施
設、北九州空港、男女共同
参画センター・ムーブ、
井筒屋、モノレール駅、レ
インボープラザ、北九州芸
術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

8

で
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
引
っ
ぱ
り
だ
こ

で
し
た
。
２
年
ほ
ど
前
に
生
演
奏
を

聴
き
ま
し
た
が
、
緻
密
で
禁
欲
的
で

統
制
が
取
れ
て
い
て
、無
駄
が
な
く
、

純
粋
で
。「
20
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
者

が
こ
こ
ま
で
」
と
衝
撃
を
受
け
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
11
月
９
日
の
小

菅
優
さ
ん
が
そ
の
真
逆
。
奔
放
で
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
。
こ
の
両
極
の
性
格

を
持
つ
、
日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
聴
き
比
べ
が
で
き
る
の
も
、

ト
ー
タ
ル
な
企
画
力
を
誇
る
こ
の
音

楽
祭
な
ら
で
は
の
も
の
。
特
色
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
、と
て
も
楽
し
み
で
す
。

マ
ー
フ
ィ
ル
。
こ
の
中
で
、
私
が
特

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
雅
楽

の
コ
ン
サ
ー
ト
「
東
京
楽が

く

所そ

」（
11

月
15
日
）。
管
絃
の
音
色
に
自
分
の

日
本
人
の
血
が
反
応
す
る
の
か
、
心

が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
舞
と
と
も

に
古
の
み
や
び
な
世
界
を
響
ホ
ー
ル

で
味
わ
え
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
明
く
る
日
の
ギ
タ
ー
、
こ
ち

ら
は
ぐ
っ
と
現
代
的
な
響
き
。

　

そ
し
て
、
11
月
28
日
は
ピ
ア
ニ
ス

ト
北
村
朋と

も

幹き

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

弱
冠
23
歳
、
か
し
ら
？　

小
学
生
の

頃
か
ら
そ
の
実
力
は
折
り
紙
付
き

　

今
年
も
恒
例
の
「
北
九
州
国
際
音

楽
祭
」が
開
幕
し
ま
す
。
10
月
18
日
、

篠
崎
史
紀
さ
ん
を
中
心
と
し
た
若
手

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
『
運
命
』『
田

園
』
演
奏
会
を
皮
切
り
に
、
翌
日

は
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
最
高
峰
。

秋
も
深
ま
る
11
月
に
は
雅
楽
、
ス
ー

パ
ー
・
ギ
タ
ー
ト
リ
オ
他
。
閉
幕
は

12
月
５
日
、
諏
訪
内
晶
子
さ
ん
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
独
奏
で
、
ド
イ
ツ
カ
ン

北
九
州
国
際
音
楽
祭
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今
年
３
月
の
戸
畑
図
書
館
内
「
宗

左
近
記
念
室
」
開
室
に
続
い
て
、
北

九
州
市
立
文
学
館
で
は
今
秋
、
第
18

回
特
別
企
画
展
「
宙
の
か
け
ら
た
ち

―
詩
人
・
宗
左
近
展
―
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
そ
れ
に
先
駆
け
て
、
宗

左
近
の
詩
業
の
う
ち
、『
炎も

え
る
母
』

と
《
縄
文
シ
リ
ー
ズ
》
を
ご
紹
介
し
、

本
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
案
内
し

ま
す
。

　

ま
ず
は
宗
の
詩
を
お
読
み
く
だ
さ

い
。

「
生
か
し
て
お
け
な
い
／
わ
た
し
は

わ
た
し
を
／
な
ぜ
な
ら
わ
た
し
は
／

わ
た
し
を
生
ん
だ
も
の
を
／
殺
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
／
生
か
し
て
お

け
な
い
／
け
れ
ど
も
わ
た
し
は
／
わ

た
し
を
殺
さ
な
い
／
殺
す
つ
も
り
で

殺
さ
な
い
／
わ
た
し
を
殺
す
こ
と
は

／
わ
た
し
を
生
ん
だ
も
の
を
／
も
う

一
度
殺
す
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
／

と
い
う
理
屈
を
か
き
抱
い
て
／
つ
ま

り
わ
た
し
は
わ
た
し
を
殺
さ
な
い
で

立
腐
れ
／
に
し
て
今
日
ま
で
き
た
」

（『
炎
え
る
母
』（
彌や

よ
い生

書
房　

１
９
６

７
年
）「
生
か
し
て
お
け
な
い
」よ
り
）

　

幾
度
も
現
れ
る
「
わ
た
し
」
と
い

う
語
が
ま
る
で
、「
わ
た
し
」
自
身

を
責
め
、
切
り
刻
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
１
９
４
５
年
５
月
25
日
、
東
京

は
空
襲
に
見
舞
わ
れ
、
当
時
、
東
京

帝
国
大
学
哲
学
科
の
学
生
だ
っ
た
宗

は
、
上
京
し
て
い
た
母
と
と
も
に
被

災
し
ま
し
た
。
炎
に
取
り
囲
ま
れ
た

二
人
は
「
炎
の
一
本
道
」
を
突
破
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。
う
な
ず

き
合
い
、
手
を
強
く
握
り
駆
け
出
し

ま
す
が
、
途
中
で
そ
の
手
が
離
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
地
面
に
倒
れ
こ
ん

だ
母
は
身
振
り
で
伝
え
ま
す
。「
行

け
」
と
。
そ
し
て
、
炎
の
中
に
母
を

残
し
、
宗
は
生
き
延
び
ま
し
た
。
22

年
の
後
、
そ
の
体
験
を
詩
と
し
て
書

い
た
の
が
代
表
作
『
炎
え
る
母
』
で

す
。
そ
の
言
葉
は
悔か

い

恨こ
ん

、
自
責
の
念

に
切
り
つ
け
ら
れ
た
、
癒
さ
れ
え
な

い
詩
人
の
心
の
傷
で
あ
り
、
鎮
魂
の

祈
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
縄
文
の
文
化
、
芸
術
に
魅

せ
ら
れ
た
宗
は
詩
集
『
縄
文
』
に
は

じ
ま
る
作
品
群
《
縄
文
シ
リ
ー
ズ
》

を
手
が
け
、《
縄
文
詩
人
》
と
も
呼

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

岡
本
太
郎
の
「
縄
文
土
器
論
」
に
衝

撃
を
受
け
た
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ

り
ま
す
が
、
直
接
の
契
機
は
静
岡
県

の
骨
董
屋
で
縄
文
中
期
深
鉢
（
写
真

参
照
）
に
出
会
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

の
出
会
い
に
、
宗
の
心
の
内
は
ざ
わ

つ
き
ま
し
た
。先
の
戦
争
で
喪

う
し
な

っ
た
、

母
、
そ
し
て
多
く
の
友
人
た
ち
へ
の

思
い
と
そ
の
土
器
の
意い

し
ょ
う匠

と

※

が
宗
の

中
で
感
応
し
ま
す
。
弥
生
に
滅
ぼ
さ

れ
た
縄
文
の
死
者
た
ち
と
、
宗
の
内

面
に
住
む
死
者
た
ち
（
宗
は
こ
の
死

者
た
ち
を
「
わ
た
し
の
縄
文
人
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
）
が
呼
応
し
、
語
り

出
し
た
の
で
す
。
そ
れ
は
詩
の
か
た

ち
を
と
っ
た
、
死
者
へ
の
祈
り
と
も

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
は
空
襲
で
母
を
喪
っ
た
直

後
の
日
誌
や
、『
炎
え
る
母
』
自
筆

原
稿
、
末
期
の
病
床
で
綴
っ
た
手
帳

な
ど
約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
を
通
し
て
生
涯
を
追
い
、
詩
を

中
心
に
美
術
評
論
や
翻
訳
な
ど
の
文

業
を
紹
介
し
、
ふ
る
さ
と
・
北
九
州

へ
の
眼
差
し
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

そ
し
て
最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、《
縄

文
シ
リ
ー
ズ
》
を
書
き
始
め
る
契
機

と
な
っ
た
縄
文
土
器
の
展
示
で
す
。

宗
が
何
を
感
じ
、詩
を
書
い
た
の
か
、

縄
文
詩
の
源
泉
と
な
っ
た
土
器
を
前

に
、
思
い
を
は
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

詩
は
難
し
い
、
そ
う
お
思
い
の
方

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

宗
左
近
の
詩
は
確
か
に
難
解
で
す
。

宙
ソラ

のかけらたち―詩人・宗左近展―
稲　田　大　貴 Daiki Inada北九州市立文学館　学芸員

詩集『縄文』
（思潮社　1978 年 11 月）

※　

美
術
工
芸
品
な
ど
の
形
・
色
・
模
様
な
ど
に
工
夫

を
め
ぐ
ら
し
、
で
き
た
装
飾
。
デ
ザ
イ
ン
。

縄文中期深鉢「動きやまぬ眩
め ま い

暈の定着」
（宗左近命名）

そ
れ
は
彼
の
詩
が
、
私
た
ち
が
認
識

す
る
「
現
実
」
を
超
え
て
ゆ
こ
う
と

し
て
い
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

「
現
実
」
を
超
え
た
先
に
あ
る
「
宙
」

か
ら
零こ

ぼ

れ
て
く
る
言
葉
、
そ
れ
は
私

た
ち
に
、「
現
実
」の
先
を
見
せ
て
く

れ
る
詩
で
す
。
難
し
さ
に
戸
惑
い
な

が
ら
、宙
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【開催期間】
2014年10月25日（土）～12月14日（日）
※月曜日休館。11月3日、24日（月・祝）は開館、翌日休館。
※10月25日（土）の展示室入場は10時30分以降
【観覧料】
大人200円　中高生100円　小学生50円
【開館時間】
午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

Information

宗左近
詩人・美術評論家・仏文学者。本名・古賀照

てる

一
いち

。1919年５月１日、
北九州・戸畑の牧山峠に生まれる。東京帝国大学哲学科卒業。
法政大学で教鞭を執りながら詩作を行い、67年、第三詩集『炎
える母』で第六回藤村記念歴

れき

程
てい

賞を受賞。その他、100 冊に
及ぶ著作がある。2002 年、北九州市民文化賞を受賞。04年、
チカダ賞（スウェーデン）を受賞。05年には日本現代詩人会
より「先達詩人」の顕彰を受ける。2006 年６月 20日逝去。
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多
彩
な
魅
力
！

 

世
界
の
マ
ン
ガ
に
親
し
も
う
!!　

漫画
hiroba田　中　千　尋

北九州市漫画ミュージアム　図書担当
漫画と北九州

Chihiro Tanaka

　

昨
今
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
推
進
な

ど
と
い
わ
れ
、「
マ
ン
ガ
」
も
日
本

の
誇
る
べ
き
文
化
と
し
て
広
く
海
外

に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

マ
ン
ガ
は
決
し
て
日
本
だ
け
の
文
化

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
海
外
に
も

日
本
と
は
制
作
方
法
も
表
現
ス
タ
イ

ル
も
異
な
る
、
多
様
で
魅
力
的
な
マ

ン
ガ
の
文
化
と
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
海
外
の
マ
ン
ガ
は
ペ
ー

ジ
が
左
開
き
で
、
フ
キ
ダ
シ
が
横
書

き
で
す
。
ま
た
、
北
米
や
欧
州
の
作

品
は
概お

お
むね

フ
ル
カ
ラ
ー
で
、
画
集
ほ

ど
の
大
き
さ
で
出
版
さ
れ
ま
す
。
そ

の
位
置
付
け
も
興
味
深
く
、「
子
ど

も
の
読
み
物
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
日
本
と
は
違
い
、
多
く
は
大
人

が
楽
し
む
も
の
と
し
て
制
作
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
欧
州
で
は
作
品
の
芸

術
性
が
高
く
認
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
後
述
す
る
バ
ン
ド
・
デ
シ
ネ
は

「
第
９
の
芸
術
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

ほ
ど
で
す
。

　

さ
て
、
近
年
国
内
で
こ
れ
ら
の
翻

訳
本
出
版
が
増
加
し
て
い
る
の
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
一
般
に
は
注
目
さ
れ

る
こ
と
の
少
な
い
海
外
マ
ン
ガ
の
魅

力
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
２
０
１
２
年
よ
り

「
ガ
イ
マ
ン
賞
」
と
い
う
読
者
投
票

型
の
賞
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
ガ
イ
マ
ン
」
と
は
、
ア

メ
コ
ミ
（
北
米
）
や
バ
ン
ド･

デ
シ

ネ
（
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ス
イ

ス
）、
マ
ン
フ
ァ
（
韓
国
）
な
ど
、

日
本
以
外
の
地
域
で
制
作
さ
れ
た
海

外
の
マ
ン
ガ
全
般
を
指
す
造
語
で

す
。
こ
の
賞
で
は
、
過
去
１
年
間
に

日
本
で
翻
訳
出
版
さ
れ
た
ガ
イ
マ
ン

作
品
の
中
か
ら
、
読
者
の
投
票
で
ベ

ス
ト
10
を
決
定
し
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
投
票
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
ガ
イ
マ

ン
賞
。
選
ぶ
の
は
あ
な
た
で
す
！

　

参
加
は
簡
単
。
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品

の
中
か
ら
、
自
分
の
お
気
に
入
り
に

投
票
す
る
だ
け
で
す
。
投
票
は
北
九

州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
他
、
ガ

Information
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093-512-5077
【開館時間】午前11時～午後７時
(入館は午後６時30分まで）

ガイマン賞ノミネート作品は、北
九州市漫画ミュージアム６Ｆ閲覧
ゾーンでご覧いただけます。

※京都国際マンガミュージアム・
明治大学 米沢嘉博記念図書館でも
同時開催！　お近くの会場でご参
加ください。

イ
マ
ン
賞
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

も
行
え
ま
す
。
投
票
期
間
は
10
月
１

日
か
ら
11
月
末
日
、
結
果
は
12
月
中

旬
に
サ
イ
ト
や
当
館
内
で
発
表
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
は
、
書

店
で
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
比
較
的
高
額
な
上
、
取
り
扱
っ

て
い
る
書
店
も
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
色
々
読
み
比
べ
た
い
け
れ
ど
…

と
た
め
ら
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
当

館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で

に
収
集
し
た
作
品
を
含
め
、
ノ
ミ

ネ
ー
ト
作
品
を
自
由
に
読
め
ま
す
。

そ
の
中
に
お
気
に
入
り
の
作
品
が

あ
っ
た
ら
、
国
内
ガ
イ
マ
ン
市
場
拡

大
の
た
め
に
も
、
購
入
し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

ち
な
み
に
私
の
お
気
に
入
り
は
12

年
の
ガ
イ
マ
ン
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た『
ダ
ー
ス
・
ヴ
ェ
イ
ダ
ー
と
ル
ー

ク
（
４
才
）』。
も
し
も
、
ダ
ー
ス
・

ヴ
ェ
イ
ダ
ー
が
良
き
父
だ
っ
た
ら
…

と
い
う
設
定
で
描
か
れ
た
作
品
で

す
。「
あ
の
ヴ
ェ
イ
ダ
ー
卿
が
!?
」

と
い
う
シ
ー
ン
満
載
。
息
子
に
振
り

回
さ
れ
な
が
ら
も
親
バ
カ
全
開
な
姿

が
コ
ミ
カ
ル
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

絵
本
形
式
の
構
成
な
の
で
、
ガ
イ
マ

ン
の
コ
マ
割
り
な
ど
に
慣
れ
て
な
い

方
に
も
読
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
一
読
下
さ
い
。

　

な
か
な
か
触
れ
合
う
機
会
の
な
い

ガ
イ
マ
ン
で
す
が
、
今
回
ご
紹
介
し

た
以
外
に
も
、
哲
学
的
な
も
の
、
Ｓ

Ｆ
や
ホ
ラ
ー
、
社
会
問
題
な
ど
、
娯

楽
か
ら
シ
リ
ア
ス
な
も
の
ま
で
多
種

多
様
で
興
味
深
い
作
品
ば
か
り
で

す
。
ぜ
ひ
、
ガ
イ
マ
ン
賞
を
き
っ
か

け
に
、
お
気
に
入
り
の
作
品
を
見
つ

け
て
下
さ
い
ね
。

今年度ノミネート作品の一部 昨年度の様子

昨年度のメインビジュアル
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美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

「開館 40 周年記念 丘の上のタカラ箱」展

し
て
見
る
事
が
で
き
る
展
覧
会
「
開

館
40
周
年
記
念 

丘
の
上
の
タ
カ
ラ

箱
」
展
が
現
在
、
北
九
州
市
立
美
術

館
・
本
館
に
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
絵
画
、
日
本

近
代
洋
画
、
日
本
画
、
欧
米
の
現
代

美
術
、
戦
後
日
本
の
現
代
美
術
、
浮

世
絵
版
画
な
ど
、
北
九
州
市
の
誇
る

文
字
通
り
タ
カ
ラ
の
数
々
が
丘
の
上

に
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
様
は
ま
さ

に
圧
巻
で
す
。

　

ま
た
、
展
覧
会
で
は
収
集
作
品
の

紹
介
だ
け
で
な
く
、
北
九
州
市
立
美

術
館
が
国
内
で
初
め
て
導
入
し
た

「
美
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
制
度
を
紹

介
。
日
本
美
術
の
最
前
線
の
動
向
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
伝
え
て
き
た
「
北

九
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」、
市
内
外
に

あ
る
他
施
設
と
の
連
携
企
画
な
ど
、

北
九
州
市
立
美
術
館
な
ら
で
は
の
ユ

ニ
ー
ク
な
活
動
も
合
わ
せ
て
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
立
美
術
館
が
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
の
大
切
な
タ
カ
ラ
と
し
て

愛
さ
れ
る
美
術
館
で
あ
り
続
け
る
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

戸
畑
区
西
鞘
ヶ
谷
町
に
あ
る
北
九

州
市
立
美
術
館
・
本
館
の
建
物
は
丘

の
中
腹
か
ら
２
本
の
大
き
な
構
造
体

が
宙
に
飛
び
出
す
か
の
よ
う
な
形
を

し
て
い
ま
す
。
建
築
家
・
磯
崎
新
に

よ
る
そ
の
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
は
開
館

以
来
40
年
経
っ
た
今
も
な
お
古
び
る

事
な
く
来
館
者
に
新
鮮
な
驚
き
を
も

た
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
美
術
館
と
い
う
と
一
般
的

に
は
企
画
展
を
開
く
場
所
、
つ
ま
り

催
事
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
美
術
館

の
役
割
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
調
査
研
究
、
収
集
保
存
、
展
示

普
及
と
大
き
く
三
つ
の
役
割
が
あ

り
、
高
度
な
専
門
性
を
持
つ
職
員
が

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
そ
れ
ら
の
仕

事
に
あ
た
り
ま
す
。
内
外
の
美
術
状

況
を
リ
サ
ー
チ
し
、
館
と
し
て
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
す
る
べ
き
美
術
作
品
の
収

集
方
針
を
決
め
、
収
集
し
た
作
品
を

基
に
美
術
の
こ
と
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
展
示
企
画

を
立
て
る
と
い
う
活
動
で
す
。

　

１
９
７
４
年
に
開
館
し
た
北
九
州

市
立
美
術
館
は
今
年
で
開
館
40
周
年

を
迎
え
ま
す
。
前
身
に
あ
た
る
八
幡

市
美
術
工
芸
館
、
北
九
州
市
立
八
幡

美
術
館
時
代
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

引
き
継
が
れ
た
も
の
も
含
め
、
こ
れ

ま
で
に
長
い
年
月
を
か
け
て
収
集
さ

れ
て
き
た
美
術
作
品
は
７
０
０
０
点

以
上
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
数
多
く
の
美
術
作
品
の

中
か
ら
代
表
的
な
作
品
を
一
堂
に
会

Information
「開館40周年記念 丘の上のタカラ箱」
【開催期間】11月３日（月・祝）まで
【会場】
北九州市立美術館・本館
戸畑区西鞘ヶ谷町21の１
【開館時間】
午前９時30分～午後５時30分
（入館は午後５時まで）
【観覧料】（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金。
一般600円（500円）　高大生400円（300円）
小中生200円（100円）
【休館日】
月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館）
【お問合せ】093（882）7777

北九州市立美術館・本館 外観

小林清親《御茶水蛍》1880 年

ヤノベケンジ
《Grand Seed New 'Orga'》1993 年

白髪一雄《忉利天》1975 年
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研
究
の
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま

す
。
で
す
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
著

者
の
手
腕
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
の

は
、
思
わ
ず
場
面
を
想
像
し
て
吹
き

出
し
て
し
ま
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
『
夏
目
家
の
糠
み
そ
』
に
、

松
本
清
張
に
関
す
る
「
狸
の
出
没
す

る
記
念
館
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
ま

す
。

　

と
い
っ
て
も
、
当
館
に
狸
が
出
没

し
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
清
張
の

没
後
、
松
本
邸
に
行
っ
た
末
利
子
さ

ん
が
、
小
倉
に
建
設
さ
れ
る
記
念
館

に
遺
品
や
家
具
が
移
さ
れ
る
と
聞
い

て
、〈
い
っ
そ
こ
こ
を
記
念
館
に
し
て

下
さ
れ
ば
よ
ろ
し
か
っ
た
の
に
〉
と

残
念
が
る
話
で
す
。
松
本
邸
の
庭
に

植
え
た
胡
瓜
や
茄
子
を
狸
が
盗
ん
だ

と
聞
い
て
、〈
そ
れ
に
つ
け
て
も
夫

人
手
作
り
の
野
菜
を
盗
り
に
狸
が
出

没
す
る
清
張
記
念
館
が
こ
こ
に
あ
っ

た
ら
、
ど
ん
な
に
心
な
ご
む
こ
と

だ
っ
た
だ
ろ
う
〉と
書
い
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
杉
並
区
か
ら
の
要
請
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
北
九
州
市
の

熱
意
が
勝
り
、
現
在
の
松
本
清
張
記

念
館
建
設
と
相
成
り
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
経
緯
を
知
る
に
つ
け
、
北
九

州
市
に
記
念
館
が
あ
る
こ
と
の
使
命

を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
狸

は
無
理
で
す
が
、
猫
な
ら
出
没
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
容
赦
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

清
張
は
終
生
、
森
鷗
外
に
関
心
を

寄
せ
ま
し
た
。

〈
鷗
外
と
漱
石
と
は
よ
く
比
較
さ
れ

る
〉
と
、『
両
像
・
森
鷗
外
』
で
清

張
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
で
は

漱
石
は
？
」
と
つ
い
考
え
て
し
ま
い

ま
す
。

　

清
張
が
鷗
外
派
な
の
は
、
私
欲
を

殺
し
て
勤
勉
に
生
き
た
鷗
外
へ
の
共

感
と
、
小
倉
に
居
た
こ
と
へ
の
親
し

み
か
ら
で
し
ょ
う
。
一
方
、
漱
石
に

対
し
て
は
、〈
鷗
外
が
漱
石
よ
り
は

る
か
に
大
人
〉※

１、〈
漱
石
は
私
人
で
あ

る
〉※

２

と
い
う
見
方
を
し
ま
し
た
。
菊

池
寛
に
私し

し
ゅ
く淑

し※
３

た
清
張
と
し
て
は
、

芥
川
な
ど
に
比
べ
て
寛
が
不
遇
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り※

４

、
門
下
生
に
囲
ま
れ

た
漱
石
に
は
親
し
み
が
持
て
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
私
の
印
象
で
は
、
清

張
は
『
草
枕
』
を
漱
石
の
作
品
の
な

か
で
一
番
気
に
入
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。〈『
草
枕
』

の
面
白
さ
を
理
解
す
る
に
は
…
…
〉

（「
わ
た
し
の
古
典
」）
と
い
う
具
合

に
、
時
々
『
草
枕
』
を
引
き
合
い
に

出
し
て
い
る
文
章
を
見
か
け
ま
す
。

ま
た
、『
迷
走
地
図
』に
は
漱
石
の『
彼

岸
過
迄
』
を
引
用
す
る
な
ど
、
決
し

て
敬
遠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
。

　
『
老
後
に
乾
杯
！
』
に
は
、
２
０

１
７
年
新
宿
区
に
開
館
す
る
「
漱

石
山
房
記
念
館
」（
仮
称
）
に
つ
い

て
の
エ
ッ
セ
イ
も
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。「
漱
石
山
房
」
の
復
元
は
、
末

利
子
さ
ん
の
父
上
・
松
岡
譲
の
悲
願

で
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。し
か
し
、

著
者
は
あ
く
ま
で
慎
重
で
す
。
そ
し

て
、
い
つ
も
の
歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言

い
で
、
ド
ン
ド
ン
意
見
し
ま
す
。

　

末
利
子
さ
ん
の
迫
力
に
、
今
か
ら

「
漱
石
山
房
記
念
館
」
の
開
館
が
待

ち
遠
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
、
作
家
の
半
藤
一
利
氏

を
招
い
て
、「
第
三
十
回
松
本
清
張

研
究
会
・
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
節
目
の
30
回
に
あ
た
り
、
各
方

面
で
活
躍
中
の
半
藤
氏
に
お
願
い

し
、
母
校
・
東
京
大
学
で
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

同
氏
は
数
年
来
、
当
館
の
「
松
本

清
張
研
究
奨
励
事
業
」
選
考
委
員
を

務
め
て
お
り
、
ま
た
、
か
つ
て
編
集

者
時
代
に
接
し
た
経
験
を
も
と
に
書

か
れ
た
『
司
馬
さ
ん
と
清
張
さ
ん
』

な
ど
の
著
書
も
あ
り
ま
す
。

　

慌
た
だ
し
い
会
の
な
か
、
一
冊
の

本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
半
藤
末
利

子
著
『
老
後
に
乾
杯
！
』（
２
０
１

４
年
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）
で
す
。

　

末
利
子
さ
ん
と
い
え
ば
、
半
藤
氏

の
奥
様
で
あ
り
、
夏
目
漱
石
の
御
令

孫
、
漱
石
の
長
女
・
筆
子
さ
ん
と
、

小
説
家
・
松
岡
譲ゆ

ず
るの

ご
令
嬢
、
と
い

う
目
も
く
ら
む
よ
う
な
家
系
で
す

が
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
文
章
と
軽
妙

な
語
り
口
が
人
気
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

で
も
あ
り
ま
す
。

　

彼
女
の
代
表
作
『
夏
目
家
の
糠ぬ

か

み

そ
』（
00
年
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
は
、

身
内
か
ら
見
た
漱
石
の
姿
や
、
家
族

と
の
想
い
出
が
つ
づ
ら
れ
た
、
文
学

北九州市小倉北区城内2番3号
093(582)2761
【常設展観覧料】
一般　500円
中高生　300円
小学生　200円
【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）

Information

『老後に乾杯！』
ＰＨＰ研究所

※
１　

松
本
清
張
・
三
好
行
雄　

対
談
「
社
会
派
推
理

小
説
へ
の
道
程
」
よ
り
引
用

※
２　

松
本
清
張
『
両
像
・
森
鷗
外
』
よ
り
引
用

※
３　

直
接
教
え
を
受
け
て
い
な
い
人
を
師
と
仰
ぎ
学

ぶ
こ
と
。

※
４　

菊
池
寛
と
一
高
の
同
級
生
だ
っ
た
芥
川
龍
之

介
、
松
岡
譲
、
久
米
正
雄
、
成
瀬
正
一
ら
は
、
漱

石
の
門
下
生
と
な
っ
た
。
菊
池
寛
は
「
マ
ン
ト
事

件
」
に
よ
り
一
高
を
退
学
、
一
人
だ
け
京
都
帝
大

に
入
学
し
た
。

文芸
hiroba 柳　原　暁　子

北九州市立松本清張記念館　専門学芸員
Akiko Yanagihara

清張アラカルト

　

猫
な
ら
ぬ
狸
が
結
ぶ
夏
目
家
と
松
本
家
の
縁

『夏目家の糠みそ』
ＰＨＰ研究所
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

成果発表の様子

楽屋を小劇場に

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
劇
的
行

事
」
が
あ
る
。『
高
校
生
の
た
め
の

演
劇
塾
』
だ
。
福
岡
県
高
等
学
校
芸

術
・
文
化
連
盟
演
劇
部
門
北
九
州
支

部
が
北
九
州
芸
術
劇
場
の
協
力
の
元
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
の
企
画
、
今

年
は
８
月
５
日
〜
７
日
、
北
九
州
芸

術
劇
場
に
て
行
わ
れ
、
約
１
２
０
名

の
高
校
生
が
参
加
し
た
。

　

劇
場
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が

「
照
明
」「
音
響
」「
舞
台
技
術
」
の

各
講
座
を
担
当
。
地
元
劇
団
の
演
出

家
や
俳
優
が
指
導
す
る
「
芸
術
劇
場

中
劇
場
で
の
小
作
品
発
表
」
講
座
で

は
、
生
徒
た
ち
が
実
際
に
キ
ャ
ス
ト
、

ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
10
分
ほ
ど
の
作

品
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
今
年
は

「
楽
屋
を
小
劇
場
に
す
る
」
講
座
、

一
年
生
を
中
心
と
し
た
「
演
技
の
基

礎
を
学
ぶ
」
講
座
も
加
わ
り
、
ま
す

ま
す
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。
単

に
機
材
操
作
や
、
演
技
技
術
だ
け
で

な
く
、
作
品
に
向
き
合
う
姿
勢
か
ら

伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
講
師
陣
の
姿

勢
も
意
欲
的
で
あ
る
。

　

さ
て
、
講
座
内
容
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
実
は
、
私
が
一
番
興
味
深
く

感
じ
た
の
は
、
講
座
中
に
何
度
も
発

生
し
た
〝
怪
奇
現
象
〞
だ
。
こ
の

『
演
劇
塾
』
で
は
、
ど
の
講
座
に
も
、

講
師
側
か
ら
の
一
方
的
な
技
術
伝
達

で
は
な
く
、
生
徒
達
自
身
が
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
、
そ
れ

に
つ
い
て
話
し
合
う
場
面
が
あ
る
。

〝
怪
奇
現
象
〞
は
そ
の
話
し
合
い
の

場
で
起
こ
っ
た
。

　

誰
か
が
良
い
ア
イ
デ
ア
を
出
す
。

み
ん
な
が
そ
れ
に
対
し
て
頷
い
て
賛

意
を
示
す
が
、
誰
も
「
よ
し
！　

じ
ゃ
あ
、
そ
れ
に
決
め
よ
う
」
と
言

い
出
さ
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
、
違

う
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
み
ん
な
が

そ
れ
に
つ
い
て
話
を
始
め
る
が
、
い

つ
し
か
そ
れ
が
再
び
違
う
話
に
す
り

替
わ
る
。
し
か
し
、
誰
も
不
思
議
だ

と
思
わ
な
い
。
一
見
、
笑
顔
で
活
発

に
言
葉
を
交
わ
し
て
い
る
の
に
、
何

も
生
ま
れ
る
気
配
が
な
い
・
・
・
そ

ん
な
現
象
だ
。

　

実
は
、
小
学
生
、
中
学
生
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
る
際
に
も
、
こ
れ

に
よ
く
出
会
う
よ
う
に
な
っ
た
。
私

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
仲
間
が

「
妖
怪
キ
メ
ラ
レ
ナ
イ
ン
ダ
」
と
名

付
け
た
が
、
言
い
得
て
妙
だ
と
思
う
。

そ
の
ま
ま
ず
ば
り
、
無
意
識
に
「
決

め
る
」
責
任
を
回
避
し
よ
う
と
す
る

事
か
ら
生
ま
れ
る
事
態
で
あ
る
。

　

話
し
合
い
の
場
だ
け
で
な
い
。
子

ど
も
達
が
創
る
作
品
に
も
そ
の
妖
怪

は
出
没
す
る
。
主
人
公
自
身
が
何
も

決
定
せ
ず
、
い
き
な
り
現
れ
た
絶
対

者
が
、
答
え
を
与
え
、
導
い
て
く
れ

て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
、
と
い
っ
た
構

造
の
物
語
の
な
ん
と
多
い
事
か
。

　

最
近
は
、
小
学
校
な
ど
で
も
「
会

話
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
授
業
で
教
え

る
。
し
か
し
、
い
く
ら
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
教
え
た
と
し
て
も
、
子
ど
も
達
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
底
に
あ
る

「
決
め
る
」
と
い
う
、
あ
る
意
味
危

険
な
行
為
に
飛
び
込
む
勇
気
を
持
て

な
い
現
状
を
変
え
な
け
れ
ば
、
い
ず

れ
社
会
全
体
が
こ
の
奇
態
な
妖
怪
に

の
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
す
ら
思
う
。

　

私
は
、
学
校
と
い
う
教
育
の
場
で

若
者
が
演
劇
を
や
る
意
味
は
、
彼
ら

が
現
実
世
界
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
決
め
る
」
と

い
う
行
為
に
し
っ
か
り
向
き
合
う
事

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。
演
劇
の
世
界
で
な

ら
、
い
く
ら
で
も
失
敗
で
き
る
か
ら

だ
。
何
度
で
も
や
り
直
せ
る
か
ら
だ
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ド
ラ
マ
教
育
の
先

人
た
ち
は
、
教
育
に
お
け
る
演
劇
的

手
法
の
役
割
を
「
生
き
る
練
習
」
と

呼
ん
だ
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
充
実
し

た
練
習
が
で
き
る
土
壌
を
創
る
の
は
、

私
た
ち
演
劇
人
の
役
割
だ
。
そ
う
い

う
事
を
再
認
識
し
た『
演
劇
塾
』だ
っ

た
。

『
高
校
生
の
た
め
の
演
劇
塾
』

照明講座の様子
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人
作
品
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
時
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
「
わ
ッ
せ　

せ
い
ぞ
オ
」
で
す
が
、
そ
の
後
、
編

集
者
が
本
名
を
ひ
ら
が
な
に
し
て
、

「
わ
た
せ
せ
い
ぞ
う
」
と
提
案
し
た

の
が
、
そ
の
ま
ま
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
し

て
定
着
し
ま
し
た
。

　
『
お
と
こ
の
詩
』
は
、
わ
た
せ
の

作
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
す
。

77
年
か
ら
芳
文
社
の
「
週
刊
漫
画

T
IM

ES

」
で
連
載
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
連
載
さ
れ
た
人
気
作
品
、『
ハ

ー
ト
カ
ク
テ
ル
』
は
毎
回
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
４
ペ
ー
ジ
の
作
品
で
、「
モ
ー

ニ
ン
グ
」
に
83
年
か
ら
89
年
ま
で
約

６
年
間
連
載
さ
れ
ま
し
た
。
好
評
を

博
し
た
『
ハ
ー
ト
カ
ク
テ
ル
』
は
ア

ニ
メ
化
さ
れ
た
ほ
か
、
作
曲
家
・
松

岡
直
也
に
よ
る
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
で

は
、
印
刷
時
の
色
を
よ
り
よ
い
も
の

に
、
と
緻
密
な
色
指
定
を
行
う
わ
た

せ
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
、
関
係
者
を
驚

か
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
小
倉
高
校

を
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
に
進
学
。

東
京
や
長
野
で
の
損
保
会
社
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
生
活
の
傍
ら
、
漫
画
を
描

く
と
い
う
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く

日
々
が
10
年
あ
ま
り
続
き
ま
す
。
85

年
、
40
歳
を
機
に
漫
画
家
生
活
に
専

念
し
、
以
後
多
く
の
作
品
を
発
表
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
講
談
社
の
青

年
誌
「
モ
ー
ニ
ン
グ
」
に
全
ペ
ー
ジ

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
『T

elephone

』

を
連
載
中
で
す
。

　

作
品
は
『
私
立
探
偵
フ
ィ
リ
ッ

プ
』
の
よ
う
な
コ
ミ
カ
ル
な
も
の
、

『
菜さ

い

』
な
ど
人
と
自
然
を
豊
か
に
描

い
た
漫
画
、
絵
本
、
情
報
誌
「
ぴ

あ
」
の
表
紙
、
造
形
作
家
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
作
品
な
ど
、
多
彩

で
す
。
漫
画
を
描
く
事
が
好
き
だ
っ

た
わ
た
せ
は
、
74
年
小
学
館
ビ
ッ
グ

コ
ミ
ッ
ク
賞
に
入
賞
し
ま
す
。
そ
の

２
年
前
の
漫
画
雑
誌
「
週
刊
漫
画
サ

ン
デ
ー
」
へ
の
投
稿
作
『
な
ん
と
か

川
』
が
「
第
22
回　

漫
サ
ン
月
刊
新

　

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
北
九
州
ゆ
か
り
の
作
家
の
一

人
・
わ
た
せ
せ
い
ぞ
う
の
展
覧
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
わ
た
せ
が
作
品

を
世
の
中
に
送
り
出
し
て
か
ら
今
年

は
40
年
と
な
り
ま
す
。
展
示
で
は
、

担
当
編
集
者
な
ど
、
作
品
づ
く
り
に

携
わ
っ
た
人
々
の
コ
メ
ン
ト
も
交
え

な
が
ら
、
初
期
の
作
品
か
ら
現
在
雑

誌
に
連
載
中
の
作
品
ま
で
を
丹
念
に

た
ど
り
ま
す
。

　

わ
た
せ
は
１
９
４
５
年
に
神
戸
市

に
生
ま
れ
、
生
後
ま
も
な
く
北
九
州

ハートカクテル「思い出ワンクッション」
 ©SEIZO WATASE/APPLE FARM INC.

風の景色～ふたりのシンフォニー

大里本町土地区画整理事業イラスト／秋編

風と波のコンチェルト
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北九州市漫画ミュージアム

The 40th Anniversary
わたせせいぞうの世界展
～ハートカクテルからアンを抱きしめて～
【開催期間】10月10日（金）～11月3日（月・祝）
【会場】5階企画展示室
【開館時間】
午前11時～午後７時(入館は午後６時30分まで）
【入館料】企画展のみ
一　般500円（400円）　中・高生300円（240円）
小学生150円（120円）　小学生未満無料
（　）内は30名以上の団体料金
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

Information

◎わたせせいぞうによるトークイベント
10月12日(日)午後１時～
午後２時～　サイン会を開催
図録など対象物を購入の方へ整理券配布

Event

展
示
で
は
、
毎
年
出
版
さ
れ
る
カ
レ

ン
ダ
ー
を
例
に
、
わ
た
せ
な
ら
で
は

の
色
が
い
か
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る

か
、
手
描
き
と
製
版
プ
ロ
セ
ス
を
交

え
て
完
成
稿
に
な
っ
て
い
く
工
程
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
作
品
に

は
、
絵
本
『
ア
ン
を
抱
き
し
め
て　

村
岡
花
子
物
語
』
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
花
子

と
ア
ン
」
の
原
案
者
・
村
岡
恵
理

と
、
文
章
や
絵
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
作
品
で
す
。
北
九
州
と
ゆ
か

り
の
あ
る
活
動
も
多
い
わ
た
せ
せ
い

ぞ
う
の
、
最
新
の
活
動
も
楽
し
ん
で

ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

The 40th Anniversary
わたせせいぞうの世界展
～ハートカクテルからアンを抱きしめて～

柴　田　沙　良学芸員 Sara Shibata
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